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雲
南
市
土
地
開
発
公
社 

 

分
譲
住
宅
地 

分
譲
進
む 

 

こ
の
公
社
は
雲
南
市
合
併
と
同

時
に
そ
れ
ま
で
旧
町
村
毎
に
行
わ

れ
て
い
た
公
社
を
一
本
化
し
雲
南

市
土
地
開
発
公
社
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
定
住
人
口
の
増
加

を
目
指
し
て
各
地
区
で
分
譲
住
宅

地
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
の
と
こ
ろ
分
譲
が
進
ん
で
お

り 

吉
田
地
区
で
二
区
画
、
木

次
・
吉
井
団
地
、
西
日
登
、
加
茂
・

雲
並
、
大
東
・
新
庄
で
分
譲
が
進

み
、
飯
田
で
は
十
区
画
を
完
売
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
は

環
境
抜
群
の
区
画
が
残
っ
て
い
ま

す
。
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
る
方
、
土
地
を
求
め
て
い

る
方
、
是
非
ご
検
討
下
さ
い 

  
 

６
月
議
会 

７
千
５
百
万
円
余
を
補
正
し
て
閉
会 

 

た
た
ら
ば
壱
番
地
ト
イ
レ
関
連
整
備
に
１
千
３
百
５０
万
円 

 
 
 

 
 

吉
田
生
涯
学
習
交
流
館
の
横
に

大
き
な
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

碑
銘
に「
田
部
氏
紀
徳
碑
」と
あ
る
。 

昭
和
十
二
年
、
吉
田
小
学
校
の
新
築

に
併
せ
土
地
や
良
質
木
材
な
ど
提

供
い
た
だ
い
た
こ
と
や
明
治
時
代
、

私
費
で
田
部
学
校
を
開
設
し
教
育

に
情
熱
を
注
が
れ
た
、田
部
氏
に
感

謝
の
意
を
表
す
た
め
村
民
の
総
意

で
建
立
が
決
定
さ
れ
た
。村
議
会
で

３
名
の
委
員
を
選
任
し
石
選
び
を

開
始
。
慎
重
に
調
査
の
結
果
、
碑
石

は
飯
石
川
、
台
石
は
須
佐
川
、
礎
石

は
吉
田
川
か
ら
夫
々
選
択
採
石
。 

石
の
運
搬
を
加
茂
町
・
常
松
大
三
郎

氏
に
依
頼
。
撰
文
は
東
京
帝
国
大
学

教
授
谷
口
廻
爛
先
生
。碑
文
は
東
大

総
長
、
長
與
又
郎
先
生
、
書
は
同
東

大
教
授
石
田
武
洲
先
生
と
日
本
を

代
表
す
る
先
生
に
依
頼
さ
れ
た
。 

建
設
は
簸
川
郡
上
津
村
嘉
村
和
市

氏
と
今
市
町
の
矢
田
鉄
三
郎
氏
。石

工
は
松
江
市
か
ら
福
本
石
工
ほ
か

数
人
の
徒
弟
で
彫
刻
を
開
始
。 

つ
い
に
昭
和
十
四
年
四
月
吉
日
、
二
十

二
代
長
右
衛
門
茂
明
氏
、
田
部
朋
之
氏

を
主
賓
に
郡
内
団
体
長
初
め
村
内
外
か

ら
二
千
人
が
参
列
し
て
盛
大
に
除
幕
式

が
行
な
わ
れ
た
。
碑
文
に
詳
し
く
記
さ

れ
て
い
る
が
田
部
氏
は
終
始
一
貫
、
教

育
第
一
で
物
心
両
面
か
ら
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
。
紀
徳
碑
を
改
め
て
見
直
し
、

田
部
家
及
び
先
人
各
位
の
努
力
に
感
謝

し
今
後
の
学
校
を
め
ぐ
る
課
題
に
適
切

に
対
応
し
た
い
も
の
で
あ
る
。（
資
料
・

吉
田
学
校
教
育
百
年
史
か
ら
抜
粋
）。 

 
 

 

６
月
８
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
６
月
定

例
会
に
平
成
２６
年
度
予
算
の
専
決
処

分
承
認
な
ど
８
件
、
２７
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
議
案
１１
件
等
が
提

案
さ
れ
全
議
案
を
承
認
、
可
決
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。 

 

中
で
今
年
８
月
中
に
完
成
・
引
渡

し
さ
れ
る
新
市
役
所
に
つ
い
て
契
約

変
更
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
５
百
万

円
余
の
変
更
増
額
。
庁
舎
内
階
段
の

子
供
用
手
摺
り
と
庁
舎
外
構
の
擁
壁

工
事
が
追
加
さ
れ
建
築
主
体
工
事
の

総
額
が
２０
億
５
千
百
万
円
余
と
な
り

ま
し
た
。 

ま
た
予
て
要
望
し
て
い
た
た
た
ら

ば
壱
番
地
の
ト
イ
レ
が
国
交
省
に
よ

っ
て
増
設
さ
れ
ま
す
。
渡
り
廊
下
の

屋
根
整
備
に
市
予
算
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
完
成
は
今
年
度
中
の
予
定
。 

そ
の
他
、
諮
問
・
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て
藤
原
洋
子
氏
（
木
次

町
）
を
全
会
一
致
で
推
薦
同
意
。 

吉
田
町 

田
部
氏
紀
徳
碑 

高
速
バ
ス
松
江
・
広
島
線 

 

た
た
ら
ば
壱
番
地
に
３
便 

 

編
集
後
記 

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
。
３
月

議
会
報
告
を
失
礼
し
ま
し
た
。
市
役
所
は
予

定
通
り
進
ん
で
い
ま
す
が
市
立
病
院
は
工
事

費
の
大
幅
な
動
き
の
影
響
で
不
調
と
な
り
現

在
調
整
中
、
木
次
駅
前
チ
ェ
リ
バ
も
閉
店
か

ら
早
や
３
ヶ
月
が
経
過
。
清
嵐
荘
改
築
計
画

も
動
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

眞 

雲
南
市
立
病
院
入
札
で
き
ず 

 

再
入
札
な
る
べ
く
早
く
・
・
。 
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姿を現してきた雲南市の顔とな
る新市役所。５階部分が議場など
議会関係の部屋が整備されます。
８月中引渡し受。１１月竣工式。 

 

入
札
予
定
者
の
辞
退
に
よ
り
入
札

が
不
調
に
終
わ
っ
た
市
立
病
院
に
つ

い
て
７
月
８
日
・
２２
日
両
日
の
教
・

民
委
員
会
で
総
事
業
費
の
変
更
額
と

経
過
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

実
施
設
計
８６
億
１
千
６
百
万
円
か

ら
１１
億
４
千
４
百
万
円
の
増
額
で

総
額
９７
億
６
千
万
円
に
。
主
な
理
由

は
労
務
資
材
単
価
の
大
幅
増
額
。 

建
築
主
体
工
事
・
電
気
設
備
工
事
・

機
械
設
備
工
事
・
解
体
撤
去
工
事
に

分
け
て
入
札
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
入

札
等
日
程
は
現
在
協
議
中
。 

木
次
駅
前
商
業
施
設
継
続
は 

 

４
月
に
閉
店
し
た
木
次
駅
前
商

業
施
設
は
全
館
が
６
月
１
日
か
ら

雲
南
市
の
管
理
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

７
月
２１
日
産
建
委
員
会
で
当
施
設

を
商
業
施
設
と
し
て
再
オ
ー
プ
ン

す
る
た
め
に
は
家
主
と
し
て
施
設

整
備
が
必
要
。
と
の
こ
と
で
、
建
物

本
体
修
繕
に
約
２
億
４
千
万
円
、
空

調
・
駐
車
場
設
備
に
１
億
５
千
万

円
、
そ
の
他
調
査
設
計
、
県
補
助
金

の
市
負
担
分
等
な
ど
概
算
で
総
額

４
億
４
千
万
余
（
今
後
精
査
）
が
必

要
と
の
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

事
業
者
が
決
定
す
れ
ば
来
春
の
オ

ー
プ
ン
を
目
指
す
と
の
こ
と
。 

 

松
江
～
広
島
間
の
時
間
短
縮
を
理
由

に
高
速
道
路
上
の
バ
ス
停
の
大
幅
削

減
が
示
さ
れ
「
た
た
ら
ば
壱
番
地
」
も

対
象
に
な
り
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

７
月
３１
日
改
正
で
朝
・
昼
・
夕
の
一
日

往
復
３
便
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
一
日
あ
た
り
の
乗
降
客
の

減
少
が
乗
り
入
れ
廃
止
提
案
の
要
件

で
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
木
次
・
加
茂
バ
ス
停

は
現
状
の
通
り
停
車
し
ま
す
。 
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